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令和７年３月１４日 

報道関係者各位 

 

一般社団法人 奈良先端医工科学連携機構 

 

全国初となる医工連携を目的とした「大学等連携推進法人」の認定 

 

 奈良先端医工科学連携機構（略称：MSTeC NARA[エムステックなら]）は、国立大学法人奈良先端科

学技術大学院大学（奈良県生駒市）と公立大学法人奈良県立医科大学（奈良県橿原市）が社員となり

設立されました。 

 法人設立後、より一層の学術の進展、我が国の発展、地域社会への貢献を目指すため、令和７年３

月中の「大学等連携推進法人」の認定に向けて申請中です。「大学等連携推進法人」に認定されれば、

全国９例目で、医工連携を目的とした認定は全国初となります。 

 （注）大学等連携推進法人：２つ以上の大学等の設置者を社員とする一般社団法人で、それらの大学等の連携の推進を目

的とするのものとして、文部科学大臣の認定を受けたもの 

  ※配布資料をご参照ください。 

 

 つきましては、関係資料を配布するとともに、認定された際には、下記のとおり記者発表等を行い

ますので、是非ともご出席くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

 

＜日 時＞  令和７年４月２日（水） 13時 30分～ （45分程度） 

※なお、記者会見前（13時 15分～）に、山下真奈良県知事を表敬訪問します。 

表敬訪問（知事室）は撮影のみとし、質疑応答は記者発表の場でお願いします。 

 

＜場 所＞  奈良県庁 主棟 ５階 第一会議室 

プレスリリース

 

奈良先端医工科学連携機構（MSTeC NARA） 

◆大学等連携法人が目指すところ 

 これまでの両大学の教育研究交流を基盤とする医工連携の推進 

1.Digital Medicine※、Molecular Medicine※の拠点形成とこれを基盤とする産学連携 

2.上記産学連携に基づく関連産業の社会人教育 

3.「第二の山中伸弥」の育成を目指す MD-PhDコース※の設計 

4.理工学を融合した医科学や、健康・福祉分野の先端科学など新しい大学院教育の創出 

5.ICT技術を活かした奈良県のへき地医療への新しい取組みとその全国展開 



 

 

＜出席者＞  一般社団法人奈良先端医工科学連携機構 

代表理事  塩﨑 一裕（奈良先端科学技術大学院大学 学長） 

副代表理事 細井 裕司（奈良県立医科大学 理事長・学長） 

理 事   太田  淳（奈良先端科学技術大学院大学 理事・副学長） 

理 事   嶋  緑倫（奈良県立医科大学 理事・副学長） 

奈良県知事 山下 真 

 

＜参加申込要領＞ 

右のＱＲコードまたは以下のＵＲＬからお申込みください。 

https://forms.office.com/r/6bMhMkqnGi 

会場準備の都合がありますので、３月 28日（金）頃までにお申込みください。 

 

＜取材に関するお問い合わせ先＞ 

奈良先端科学技術大学院大学 企画総務課 渉外企画係 

TEL： 0743-72-5063/5112 FAX：0743-72-5011 E-mail：s-kikaku@ad.naist.jp 

奈良県立医科大学 総務広報課 

TEL： 0744-22-3051（内線 2204） FAX：0744-25-7657 E-mail：koho@naramed-u.ac.jp 



一般社団法人

奈良先端医工科学連携機構
Medical Science and Technology Collaboration NARA (略称:MSTeC NARA)

エムステック

定款 第３条（目的）：

この法人は、国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学と公立大学法人奈良県立医

科大学との大学等連携推進業務を実施することにより、教育研究水準の向上、大学の機

能強化に資するとともに、医学、工学及び関連諸科学の緊密な連携並びに共創の輪の拡

大によるイノベーションの創出を通じて地域の発展に寄与することを目的とする。

・ R6.12.25 一般社団法人奈良先端医工科学連携機構を設立

・ R7.3月の大学等連携推進法人認定を目指して文部科学大臣へ申請中

１

一般社団法人



大学等連携推進法人とは？

２つ以上の大学等の設置者を社員とする一般社団法人で、

それらの大学等の連携の推進を目的とするのものとして、

文部科学大臣の認定を受けたもの

連携の例： 連携開設科目、共同教育課程、共同FD・SD研修
産学連携窓口の共同設置
教育研究施設の共同利用、物品の共同調達、合同イベント

国公私立など設置者の異なる大学等が様々な目的で
連携を深めるため大学等連携推進法人を設立

FD（ﾌｧｶﾙﾃｨ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ）：大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究
SD（ｽﾀｯﾌ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ） ：大学の管理運営や教育・研究等に関わる教職員に必要な知識及び技能を習得させ、

並びにその能力及び資質を向上させるための研修の機会を設けるなどの取組
２

一般社団法人

奈良先端医工科学連携機構
Medical Science and Technology Collaboration NARA (略称:MSTeC NARA)

エムステック



MSTeC NARAが行う連携推進事業

① 研究活動の活性化に関すること

② 人材育成の充実に関すること

③ イノベーションの創出に関すること

④ 連携開設科目の設置と運営に関すること

⑤ 学生及び教職員の交流に関すること

⑥ 効率的な大学運営に関すること など

企画調整委員会及び

教育連携委員会を設置

し、左記事業について

検討・実施

３

一般社団法人

奈良先端医工科学連携機構
Medical Science and Technology Collaboration NARA (略称:MSTeC NARA)

エムステック



一般社団法人

1. Digital Medicine、Molecular Medicine の拠点形成とこれを基盤とする産学連携

2. 上記産学連携に基づく関連産業の社会人教育

3. 「第二の山中伸弥」の育成を目指すMD-PhDコースの設計

4. 理工学を融合した医科学や、健康・福祉分野の先端科学など新しい大学院教育の創出

5. ICT技術を活かした奈良県のへき地医療への新しい取組みとその全国展開

大学等連携法人が目指すところ：

これまでの両大学の教育研究交流を基盤とする医工連携の推進

４

一般社団法人

奈良先端医工科学連携機構
Medical Science and Technology Collaboration NARA (略称:MSTeC NARA)

エムステック

Digital Medicine ：人間の健康のための測定、介入を行うエビデンスに基づくソフトウェアやハード製品
Molecular Medicine：遺伝子、蛋白、その他の細胞分子がどのように機能しているかを理解することにより、疾患の診断法や治療法を開発していく医学の一分野
MD-PhDコース ：医学部在学中に大学院に進学して博士（医学）[＝ＰhＤ]を取得するとともに、学士（医学）[＝MD]も取得するコース



一般社団法人

研究活動・イノベーション創出のために、以下の分野の両大学の共同研究に対して

2件・各100万円の研究助成を実施

①独創的・先駆的な研究

②新しい研究分野の展開につながる契機となることが期待される研究

③地域貢献につながる研究

④大型外部資金・競争的資金の獲得を目指す研究

共同研究助成事業の実施：

５

一般社団法人

奈良先端医工科学連携機構
Medical Science and Technology Collaboration NARA (略称:MSTeC NARA)

エムステック



一般社団法人

文部科学省資料より抜粋

６
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